
教育・研究などへの取組状況 

 

総合工学システム学科 環境物質化学コース 准教授 辻元英孝 

項 目 取 組 状 況 

教 育 ◆ 令和４年度担当科目 

【本科】総合工学実験実習Ⅱ、有機化学Ⅰ、有機化学Ⅱ、環境有機分析、環境物質化学演習Ⅰ 

環境物質化学実験Ⅱ、基礎研究、卒業研究 

【専攻科】理論有機化学、機能性材料、ゼミナールⅠ、ゼミナールⅡ、 

工学基礎研究、工学特別研究 

◆ 担当科目の取組状況（工夫・改善した点） 

１．有機化学ⅠおよびⅡの小テスト演習プリントによる学力補充指導の実施 

２．環境物質化学演習Ⅰにおける AL 形式の演習授業（グループ学習による有機化学の演習問

題作成と解説） 

◆ 特記すべき教育方法の実践例 

環境物質化学演習Ⅰでは、アクティブラーニングを取り入れ、班単位で演習問題の解答に取り

組んだ。そして班で担当の問題の解説を PPT で作成し、プレゼンテーション形式で発表した。

またグループ毎に有機化学の演習問題の作成および発表に取り組み、問題作成および解説の作

成という観点からの理解学習に取り組んだ。 

研 究 ◆ 令和２～４年度における研究業績（過去 3年度分） 

◼ 学術論文執筆 

Oxidative Synthesis of Acid Blue 7 Dye Catalyzed by CuO/Silicotungstic Acid in 

Water-Phase（Materials、令和 3 年 8 月、共著） 

 ■ 学術講演会での発表 

 １．ジベンゾ[b,d]フラン骨格を基盤とする新規白金二核錯体の合成と発光特性（令和５年３

月、共著） 

２．赤色りん光性ビスシクロメタル化イリジウム(III)錯体の発光特性に及ぼす補助配位子の効

果（令和５年３月、共著） 

３．ヘテロポリ酸を用いた異なる置換基を有するトリフェニルメタン系色素の過酸化水素酸

化（令和４年 8 月、共著） 

４．ウルツ反応を応用したベンゾシクロブテンの新規合成手法の検討（令和３年 9 月、共著） 

５．ヘテロポリ酸を用いた acid blue9 の過酸化水素酸化（令和３年 9 月、共著） 

◆ 令和 2年～令和 4年度における外部資金獲得状況 



１．紫外線防止膜の紫外線およびオゾン耐性の検討（令和４年、受託研究） 

２．ゴムのオゾン劣化試験の塩による影響および光反射防止効果の検討（令和３年、受託研

究）  

３．高湿条件下および撥水化処理によるゴムのオゾン劣化試験と塩による影響評価（令和２

年、受託研究） 

４．環境にやさしい青色色素の合成（令和２年、共同研究） 

社会貢献 ◆ 令和２～４年度における公開講座・出前授業の取組状況 

１．子と親の楽しいかがく教室（2 日間開催）【公開講座】 

２．シャボン玉をつかって実験してみよう【出前授業】 

３．カラフルなマイクロカプセルを作ってみよう【出前授業】 

４．サインペンの色分けアートしよう【出前授業】 

５．炎色反応で炎の彩りを楽しもう〜炎色反応って何だろう〜【出前授業】 

◆ 令和 2～4年度における学会などでの委員 

 


